
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

 概算事業費（B（A）+C） 18,554 18,468 18,479 0

16,516 16,516 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

概　算
人件費

2.00 2.00

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

1,963

2,151

Aの
財源

2,151 1,952

当初予算 2,151 1,952 1,963予
算
額

前年度繰越

目標 成果 達成状況

25位 22位

H27末
（見込）

H28

合計（A) 1,952 1,963 0

補正予算

0 0 0 0

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容
（要求）

sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状
（予算編成

時）

○中学校で武道学習が必修化され５年目になる。本県では、これまでに重篤な事故は１件もないが、引き続き、安全な武道学習が実施
されるよう、指導者の派遣や講習会を実施する必要がある。また、平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査によると、他の運
動領域と比較し、「できた」「楽しかった」と答えた生徒が少なく、より、「できる・楽しい学習」となるよう講習会の改善が必要である。
○学校体育実技協力者派遣事業による専門的な技術指導によって、児童生徒の運動技能の向上が図られてきている。
○学校体育への指導者の派遣については、小学校では水泳のニーズが高く、引き続き継続していく必要がある。

県が関与
する理由

　体育・保健体育の授業に専門的な指導者を派遣したり、武道の経験が少ない教職員に講習会を実施したりすることにより、教職員の
指導力向上や授業改善を図り、より効果的な指導を通して児童生徒の体育・スポーツ活動における知識・技能・態度の向上を目指す。

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

　安全な武道学習の実施と児童生徒の体力・技能の向上等、学校体育の振興に資するため、
県の積極的な支援が必要。

３　豊かな心と健やかな身体の育成 実施期間 H13 ～

県民との協働による実施： 実施は困難

1,495 1,495

（当初）

457 468

事業番号 15 09 03 事業改善シート （28年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 学校体育実技認定・指導事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 スポーツ課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail

（指摘事項等） （対応）

28予算案

50.2点 50.6点

H29
目標

26年度 27年度 28要求

2.00

16,516

2,038

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

成果目標の達成状況

○「体力合計点」について、50.6点以上とする。（H29までに51点台とするために、基準年（H24）から概ね0.3ポイントずつ毎年上昇）
○「体力合計点」の全国順位を、22位以内とする。（H29までに10位台とするために、基準年（H24）から概ね2ランクずつ毎年上昇）

1,952 1,963 0

（予算案）

学校体育実技（武道）講習会 直接
武道経験が少ない教職員に基本的な知識や技能を
身に付けることを目的とした講習会の開催

合計

H27 H28

学校体育実技指導協力者派遣事業 直接
体育授業への指導者派遣
・小・特別支援学校：水泳
・中・高・特別支援学校：水泳以外（武道・ダンス等）

体力合計点

体力合計点
の全国順位

項目 H26末

49.4点

27位


